
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１月号  令和８年１月８日 

東京都立調布特別支援学校 

        中村 由美子 

＜お知らせ＞ 

 １月２７日（火） 〔午前〕１０時から１１時４５分まで 〔午後〕１時から２時４５分まで 

 １月２８日（水） 〔午前〕１０時から１１時４５分まで 〔午後〕１時から１時４５分まで 

創立５０周年を迎えました 

                                   校長 中村由美子 

 新年明けましておめでとうございます。本年もどうぞよろしくお願いいたします。 

 令和８年、２０２６年という新しい年、児童・生徒、そして御家族の皆様におかれましては、どの

ように迎えられましたか。 

 今年の冬休みは暦の関係もあり、少し長い期間となりました。本日から３学期、今年度の締めくく

りの学期となります。引き続き、一日一日を大切にし、丁寧に取り組んでまいります。 

 

 本校は今年度で創立５０周年を迎えます。１２月の保護者会でお伝えをしましたが、今月に２つの

行事を行います。 

 ２２日（木）に、創立５０周年をお祝いする会を行います。全校児童・生徒が参加して行います。 

 ２３日（金）には、記念式典を実施します。こちらは、小学部は代表児童、中学部は全生徒が参加

します。 

 両日に向けて、子供たちの学習でもいくつかの取組を行いました。小学部では、記念誌や記念品を

入れる紙袋のイラストコンテストを行い、１０点の児童の作品を採用しました。中学部では、作業学

習を中心に記念品のしおり作り、また生活単元学習で花壇に植栽する花の栽培やプランターカバーを

制作しました。紙袋は来賓の方にお渡しをするので持ち帰ることができませんが、記念品は御来賓だ

けでなく全児童・生徒分も制作していますので楽しみにしていてください。 

 式典の準備や当日の対応においては、東京都教育庁が雇用している障害 

のある職員の方に御協力をお願いしました。準備では御来賓の方に送付す 

る招待状を封入した封筒の宛名書き、体育館内の横断幕や立て看板の作成、 

玄関及び昇降口の清掃です。６日（火）には１６名の職員の方に来ていた 

だき、清掃をしていただきました。玄関はデッキブラシでたたきを磨き、 

水で洗い流す、玄関の扉のガラスはスクイージーという道具を使って汚れを拭き取る、 

階段の手すりは磨いたことで光沢が出ています。普段、清掃できないところを丁寧に 

していただき、３学期の始業式である本日、児童・生徒を迎えました。 

 

 すでにお知らせをしておりますが、２７日（火）、２８日（水）には授業参観があります。 

 ２学期は２つの発表会をとおして学習の成果を御覧いただきましたが、今回は通常の学習の様子を

御覧いただく機会となります。お子様の１学期からの成長の様子だけでなく、学習発表会の時にも玄

関に展示してありました児童・生徒の共同作品が創立５０周年に向けたものに変わっているところ、

そして輝きのある玄関や階段の様子もぜひ見ていただきたいと思います。 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本校ホームページ 

 

 

https://chofush.metro.ed.jp/site/zen/ 

ＩＣＴ機器を活用した授業の紹介 

 

小学部「国語・算数」 

          担当 髙橋 一生  

 小学部５年では、グループ学習の際に、

GIGA端末で「Keynote」を活用し、音読、

しりとりや数の学習に取り組んでいます。 

 また、課題別学習では、「DropKit」とい

うアプリケーションを使用し、学習する機

会が多くなっています。「DropKit」では、

任意の絵や文字を使い、児童それぞれに合

わせた教材を作成することができます。校

内で使用されているドロップスのイラス

トを使用し、マッチング、平仮名、片仮名

や漢字などの文字の学習や計算など、様々

な学習に取り組んでいます。 

 

中学部「Formsを使った授業」 

          担当 野村 千里  

 中学部 1年では、グループ国語・数学、

音楽、職業・家庭などの授業において、 

Microsoft Formsのアンケート機能を使用

し、授業の振り返りや学習内容の定着を図

りました。 

 Formsでは、選択肢に言葉だけでなくイ

ラストや写真を組み込めるため、生徒が視

覚的に理解しやすく、操作もすぐ覚えるこ

とができました。ＱＲコードを提示する

と、生徒たちは手早くコードを読み込み、

アンケート画面を開いていました。 

 さらに、回答結果を即時に共有できるこ

とで、教師側も理解度を把握しやすく、次

の指導に生かすことができました。 


